
国東市の財務諸表

・ 早期に資産や債務などの情報（ストック情報）を把握するため、国が示す2つの公会計モデルのうち

「総務省改訂モデル」を選択して作成しています。 期首純資産残高

・ 資産の情報を正確に把握するための調査・評価の作業を、平成21年度より順次行っています。

当期変動高

【内訳】

純経常行政コスト 経常行政コスト

一般財源等 【内訳】

その他 人にかかるコスト
職員の給与・退職手当など

期末純資産残高 物にかかるコスト
物品購入・光熱水費・施設などの修繕費・減価償却費など

移転支出的なコスト
児童手当や生活保護費などの社会保障給付・

各種団体への補助金・繰出金

その他のコスト

【内訳】

公共資産
道路・公園・学校・庁舎など 期首資金残高

投資等 経常収益
基金・出資金・長期延滞債権など 当期収支

流動資産 【内訳】
現金・預金・財政調整基金・市税未収金など 経常的収支

（ うち歳計現金 ） 公共資産整備収支

投資・財務的収支 純経常行政コスト

期末資金残高

国東市民１人当たりの貸借対照表（バランスシート）

・ 下記の表は国東市の人口を32,002人（平成22年国勢調査人口）として換算したときの

貸借対照表（バランスシート）です。

【資産の部】 【負債の部】

１．公共資産 万円 負債合計 万円

２．投資等 万円

【純資産の部】

３．流動資産 万円 純資産合計 万円

資産合計 万円 負債・純資産合計 万円280

85

195

280

株などへの投資等

土地や建物などの公共資産

＋

897.6 億円

現金・預金などの流動資産

純資産

資　産

237

19

24

3.5 億円

計 計897.6 億円

市の純資産（正味の資産）が、年度中にどのように増減した
かを示したものです。

623.9 億円

3.7 億円

761.2 億円

60.9 億円

75.5 億円

借金（市債）や将来の職員の退職金など、将
来世代の負担で、返済していく債務です。

623.9 億円
現世代がすでに負担していて、支払いが済ん
でいる正味の資産です。

市が所有している財産の内容と金額です。

161.8 億円

38.5 億円

620.2 億円

負　債
273.7 億円

「貸借対照表（バランスシート）」とは、これまでの行政活動によって形成された道路や施設などの資産と、そ
れらを形成するために必要となった負債や資金との関係を示したもので、資産、負債、純資産の三つの要素
から構成されています。

＝

＋

897.6 億円
資金収支計算書

△ 1.0 億円

4.5 億円

△ 158.1 億円

貸借対照表（バランスシート）

行政コスト計算書
市の行政活動は、福祉や教育などの人的サービスや給付
サービスの提供など、資産形成につながらない行政サービスが
大きな比重を占めています。
そのためのコスト（原価・費用）がいくらかかっているかを整理し
たものが「行政コスト計算書」です。

165.4 億円

55.7 億円

純資産変動計算書

支払ったお金（純資産）

地方債などの借金

158.1 億円
経常行政コストから経常収益を差し引いた額

＝

3.5 億円

51.6 億円

△ 5.5 億円

△ 47.1 億円

＝

平成24年度　国東市財務諸表の概要　（普通会計）

地方債の利子など

7.3 億円
行政サービスの利用で市民の皆さんが直接負担する施設
使用料や手数料など

―

1年間の市の現金の歳入（収入）と歳出（支出）が、どのよう
な理由で増減しているかを性質別に分類して整理したもので
す。

0.0 億円

67.8 億円

3.4 億円

市民１人当たり 市民１人当たり 

市民１人当たり 市民１人当たり 

市民１人当たり 

市民１人当たり 

国東市民 

１人当たりの 

バランスシート 



国東市の連結対象 期首純資産残高

当期変動高

【内訳】

純経常行政コスト 経常行政コスト

一般財源等 【内訳】

その他 人にかかるコスト
職員の給与・退職手当など

期末純資産残高 物にかかるコスト
物品購入・光熱水費・施設などの修繕費・減価償却費など

移転支出的なコスト

その他のコスト

期首資金残高

当期収支 経常収益

【内訳】 【内訳】

公共資産 経常的収支
道路・学校・庁舎・病院・上下水道など 公共資産整備収支

投資等 投資・財務的収支
基金・出資金・長期延滞債権など 経費負担割合変更に伴う差額 純経常行政コスト

流動資産
現金・預金・財政調整基金・未収金など 期末資金残高

（ うち歳計現金 ）

国東市民１人当たりの連結貸借対照表（連結バランスシート）

・ 下記の表は国東市の人口を32,002人（平成22年国勢調査人口）として換算したときの

連結貸借対照表（連結バランスシート）です。

【資産】 【負債】

公共資産 万円 負債合計 万円

投資等 万円 【純資産】

流動資産 万円 純資産合計 万円

資産合計 万円 負債・純資産合計 万円

250

383

児童手当や生活保護費、国民健康保険事業、介護保険事
業などの社会保障給付・各種団体への補助金

＝

株などへの投資等

借金（市債）や将来の職員の退職金など、将
来世代の負担で、返済していく債務です。

現金・預金などの流動資産 支払ったお金（純資産）

212.6 億円

＋

1,225.3 億円

383

133337

15

31

91.7 億円

計 計1,225.3 億円

1,079.0 億円

46.1 億円

100.2 億円

801.1 億円
現世代がすでに負担していて、支払いが済ん
でいる正味の資産です。

市全体の所有財産の内容と金額です。

純資産

負　債
424.2 億円

＝

＋

1,225.3 億円

195.5 億円

連結対象の各会計・団体・法人を一つの行政サービス実施体と見なして、国東市全体の財政情報を網羅
した財務諸表が「連結貸借対照表（連結バランスシート）」です。

連結グループでの純資産（正味の資産）が、年度中にどのよう
に増減したかを示したものです。

801.1 億円

△ 12.0 億円

資　産

連結貸借対照表（連結バランスシート）

連結行政コスト計算書
「行政コスト計算書」の考え方を連結対象の団体や法人など
にも適用し、連結グループが提供する行政サービスにかかった
コスト（原価・費用）を整理したものです。

333.2 億円

81.4 億円

連結純資産変動計算書

68.4 億円

813.1 億円

174.8 億円

8.6 億円

連結資金収支計算書

△ 6.7 億円

98.4 億円

△ 212.6 億円

＝

91.7 億円

63.7 億円

△ 31.5 億円

0.0 億円

「資金収支計算書」の考え方を連結対象の団体や法人など
にも適用し、連結グループの収支の実態を示したものです。

△ 38.9 億円

平成24年度　国東市財務諸表の概要　（連結）
　国東市では、普通会計で行っている事業のほかにも、病院や水道、下水道などの特別会計の事業や、市が行
う事業とは別に、土地開発公社や、第３セクターなどの関連団体を通じて行う事業もあります。
　このように、市の財政は普通会計だけで成り立っているわけではないため、普通会計や特別会計をはじめ、市が
一定割合以上を出資している関係法人等を含めて、連結財務諸表を作成しています。

土地や建物などの公共資産 地方債などの借金

地方債の利子など

120.6 億円
行政サービスの利用で市民の皆さんが直接負担する施設
使用料や手数料など

―

5.1 億円

経常行政コストから経常収益を差し引いた額

市民１人当たり 市民１人当たり 

市民１人当たり 市民１人当たり 

市民１人当たり 

市民１人当たり 

国東市民 

１人当たりの 

連結バランス 

シート 

連 結  

 

大分県退職手当組合 

大分県消防補償等組合 

大分県交通災害共済組合 

大分県市町村会館管理組合 

大分県後期高齢者医療広域連合 

宇佐・高田・国東広域事務組合 

国東市土地開発公社 

(有)いこいの村国東 

(社)国見町畜産振興公社 

(社)国東市農業公社 

市全体 

 

国民健康保険事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

老人保健医療事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

簡易水道事業特別会計 

下水道事業（４事業）特別会計 

工業用水道事業特別会計 

市民病院事業特別会計 

 

一般会計 

住宅新築資金特別会計 

自動車学校特別会計 

普通会計 
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